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はじめに

アカヒケＥｒ此hacusんomado（は，南西諸島および男女群島の固有種で，おもな生息環境である

常緑広葉樹林の伐採や，飼い鳥にするための捕獲などによって減少してしまった（環境庁1981)．本

諏は1969年，国の天然記念物に指定され，1972年には特殊鳥類に指定された．しかし，本種をとりま

く状況は依然としてきびしいものがある（川路ほか’989)．

アカヒケは，自然の構造物に営巣するだけでなく，巣箱も利用する（川路ほか1989,宮城・樋口

1989)．この知見にもとづき，樋口ほか（1990）は日本野鳥の会会員有志がつくった巣箱300個をトカ

ラ列島中之島に架設し，生息状況の改善を試みた．筆者らはその後，1991年と1992年の２年間にわたっ

て，木製の巣箱だけでなく再生紙の巣箱も架設して利用率を調査した．本報文では，その結果につい

て報告する．

調査地および調査方法

今回利用率を調べたのは，樋口ら（1990）がトカラ列島中之島に設置した調査コースのうちＢコー

スとＦコースの２か所で，ともに標高50～230ｍの場所にある．この地域は，高さ３～５ｍのリュウ

キュウチクPJeibZasZusJmeα（ｓを主とした植生からなり，１０～１５ｍのクロマツＰｍｕｓＺｕ"be『ｇｊｊ

やスダジイのstanopsissjeboJdiiが混在している．

巣箱は1989年以来おおむね同じ場所に架設し，農道や林道から林内に向かって１０ｍ以内の範囲に架

設した．巣箱どうしの間隔は25～40ｍ，地上から巣穴までの高さは0.8～２ｍで，1.3ｍ前後がもっと

も多かった．架設数は1991年はＢコース，Ｆコースとも木製105個，1992年はＢコースに再生紙巣箱

63個，Ｆコースに木製42個だった．巣箱の形状は，木製，再生紙製ともに前面の高さ約20ｃｍ，幅と

奥行きは各15ｃｍ，巣穴の大きさは４～4.5ｃｍの角型だった．再生紙製の巣箱に利用された再生紙の

表面は防水加工されており，鳥が利用している２～３か月間は巣箱内に水が入ることはなかったが，

1年後には再利用不可能なほどくずれていた．再生紙巣箱は，組み立て前には１枚の紙型で，２か所

固定すれば通常の巣箱の形状になるため，巣箱設置場所までの運搬と設世場所での組み立ては，木製

の巣箱よりも明らかに容易だった．

営巣状況は５～７月の各月にそれぞれ１回ずつ，３～７日滞在し，巣材が運びこまれる量，産卵，

育雛の状況を記録した．調査時に卵やヒナが確認された例，巣材を運び明らかに巣をつくりはじめた

例すべてを「営巣」としてあつかった．調査対象にはヤマガラＰａｒｕｓＵａｒｉｕｓも含めた．アカヒケと
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ヤマガラの巣は，アカヒケはリュキュウチクの葉，イネ科植物の葉などを多く使用し，ヤマガラはコ

ケ類を多く使用していることから識別できた．

結果および考察

アカヒゲの巣緬利用率は，1991年よりも1992年の方が高かった（ｘ２＝3.977,ｄｆ＝１，Ｐ＜0.05,

両側検定)．すなわち，２年連続して木製の巣箱を没慨したＦコースでは，1991年の利用率が33％だっ

たが1992年では51％もあった（Fig.１)．また，樋口ほか（1990）が報告している1990年のＦコース

での巣箱利用率25％と比較すると，1991年の利用率は有意差がなく（Ｘｇ＝1.872,ｄｆ＝ＬＰ＞0.05,

両側検定)，1992年の利用率は有意に商かつた（ｘ:'＝8.786,ｄｆ＝１，Ｐ＜0.01,両側検定)．つまり，

この3年間では，1992年だけ巣縮の利用率が高かったことになる．

ヤマガラの巣箱利用率は，1991年よりも1992年の方が低かった（ｘ２＝4.149,ｄｆ＝１，Ｐ＜０．０５，

両側検定)．つまり，２年迎統して木製の巣箱を設置したＦコースでは，1991年に利用率が39％だっ

たものが1992年に22％になった（Fig.１)．樋口ほか（1990）が報告している1990年のＦコースでの

巣箱利川率17％と比較すると，1991年の利用率は有意に高く（ｘ魁＝12.469,ｄｆ＝１，Ｐ＜0.001,両

側検定)，1992年の利川率とは有意差がなかった（ｘ２＝0.368,ｄｆ＝１，Ｐ＞００５)．つまり，この３

年間で，1991年だけ巣箱の利剛率が商かつた．

このようなアカヒゲやヤマガラの巣禰利用率が年によって変化した理由は，今回得られた情報だけ

ではIﾘjらかではない．細lIf地に生息するアカヒゲの個体数の変化，巣箱以外の営巣環境の変化などに

ついて渦在を行なう必要があるだろう．

アカヒゲによる11i:ﾉk紙巣締の利川率は52％であり，Ｍじ年に設置した木製巣箱の利用衆51％と違い
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Fig.１．Frequency（％）ｏｆｕｓｅｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｂｙＲｙｕｋｙｕＲｏｂｉｎｓ（left）andVariedTits

（right）ａｔＢａｎｄ＊FcourcesoI､thestudyarea，NakanoshimaIslandoftheTokala
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が認められなかった（Ｆｉｇ．１，Ｘ２＝0,006,ｄｆ＝１，Ｐ＞0.05,両側検定)．また，ヤマガラによる再

生紙巣箱の利用率は19％であり，同じ年の木製巣箱の利用率22％と違っていなかった（Ｆｉｇｌ，Ｘ２＝

0.089,ｄｆ＝１，Ｐ＞０．０５，両側検定)．これらのことから，アカヒケ，ヤマガラ，両種とも再生紙の

巣箱と木製巣箱を同じように利用するものと思われる．
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